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例
年
一
月
に
開
催
し
て
き
た
「
新
年
研
修
会
」
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
中
止
し
、
理
事
会

を
開
催
し
ま
す
。、

一
、
日
時
　
１
月
20
日
㈭
10
時
～
12
時

二
、
場
所
　
藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー
３
階
　
多
目
的
ホ
ー
ル

三
、 

日
程　
　

⑴
受
付
　
　
9
時
30
分
～
10
時

⑵
開
会
　
　
10
時
～
10
時
10
分

⑶
講
話
　
　
10
時
15
分
～
11
時

　
　

演
題
「
老
人
ク
ラ
ブ
の
現
状
・
発
展
の
た
め
に
は
」

　
　
　

講
師　

県
老
連
常
務
理
事
・
事
務
局
長　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
戸　

秀
樹　

氏

⑷
全
老
連
会
長
・
県
老
連
会
長
表
彰
状
伝
達
式

　
　
　
　
　

11
時
10
分
～
11
時
30
分　

◎
全
老
連
会
長
表
彰 

活
動
賞　

藤
崎
町
老
連　

◎
県
老
連
会
長
表
彰　
　

　
優
良
老
人
ク
ラ
ブ   

中
野
目
長
寿
会  

（
会
長
神
ノ
ブ
子
氏
）

　

個
人
功
労　

 　

山
内
誠
一
郎
氏
（
町
老
連
副
会
長
）

　
　
　
　
　
　
　

竹
内　

義
浩
氏
（
船
場
若
葉
会
長
）　

　
　
　
　
　
　
　

三
浦
登
美
子
氏
（
葛
野
長
寿
会
長
）　

　
　
　
　
　
　
　

工
藤　

辰
雄
氏
（
前
柏
木
堰
老
喜
会
長
）

四
、 

閉
会　
　

11
時
50
分

※
そ
の
他
、理
事
と
は

　
　

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
、専
門
部
長
、

　
　

女
性
部
長　

広
報
委
員
長
、
若
手
委
員
長

　
　

本
部
役
員（
会
長
、副
会
長
、監
事
、会
計
、事
務
局
長
）

　

※
出
席
者
は
申
込
書
に
記
入
の
上
、    

１
月
10
日
㈪
ま
で
に

　
　

単
位
ク
ラ
ブ
は
藤
崎
･
常
盤
両
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓

　
　

口
ま
で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
書
は
、
単
位
ク
ラ
ブ
宛
は
【
白
寿
】
１
月
号
に
同
封

　

し
ま
す
。
専
門
部
は
御
足
労
お
掛
け
し
ま
す
が
、
藤
崎
･

　

常
盤
両
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
受
領
し
て
下
さ
い
。

　

欠
席
の
場
合
は
必
ず
代
理
の
方
の
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

10
月
22
日
㈮
と
11
月
２
日
㈫
、
常
盤
・
藤
崎
両
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
町
老
連
主
催
、
社
協
後
援
で
自
動
車
免
許
証
更

新
前
の
〝
認
知
機
能
検
査
相
談
会
〟
を
開
催
し
た
。

　

今
回
は
第
１
回
目
と
し
て
常
盤
会
場
に
８
名
藤
崎
会
場
に

９
名
が
参
加
（
コ
ロ
ナ
対
応
の
た
め
参
加
人
数
を
1
回
あ

た
り
10
名
に
制
限
）
し
、認
知
機
能
検
査
を
気
軽
に
相
談
（
練

習
）
し
て
今
の
現
状
を
確
認
し
、
今
後
の
生
活
を
見
直
し
、

元
気
で
活
動
し
て
欲
し
い
と
の
願
い
か
ら
実
現
し
た
。

 

開
　
会　

両
会
場
共
に
午
前
10
時
相
談
会
開
会
。
講
師
の

　
　
　
　

行
政
書
士
で
藤
崎
町
み
つ
や
在
住
の
田
中
俊
春
氏

か
ら
、本
日
の
相
談
会
の
内
容
を
説
明
後
、学
習
が
始
ま
っ
た
。

 

学
　
習　

検
査
問
題
は
５
つ
の

　
　
　
　

項
目
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
点
数
の
合
計
（
満
点
一
〇
〇

点
）
で
、
合
格
の
目
安
の
説
明
が

あ
り
、
自
分
な
ら
合
格
出
来
る
と

意
欲
が
わ
い
て
き
た
。

　

問
題
１
は
、
検
査
日
の
年
・
月
・

日
・
曜
日
と
現
在
の
時
刻
の
質
問

に
答
え
る
も
の
で
、
日
常
生
活
を

大
過
な
く
過
ご
し
て
い
る
人
は
問

題
な
く
答
え
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
。

　

問
題
５
で
は
、
時
計
の
文
字
盤

を
使
っ
た
問
題
で
、
大
き
な

円
を
描
き
数
字
を
書
き
、
そ

れ
に
指
定
さ
れ
た
時
刻
を
示

す
よ
う
に
時
計
の
針
を
描
き

入
れ
る
問
題
で
あ
る
。
こ
の

２
つ
の
問
題
を
満
点
と
る
と
、

か
な
り
合
格
に
近
づ
く
事
が

分
か
っ
た
。

 

相
談
会
の
感
想
　     

今
日
の

　
　
　
　
　
　
　

参
加
費
用

（
相
談
会
資
料
等
） 

五
〇
〇

円
分
成
果
が
あ
り
ま
し
た

か
？
の
問
い
に
、
会
場
か
ら

あ
っ
た
‼
あ
っ
た
‼
「
こ
れ

で
免
許
更
新
も
自
信
を
持
っ

　

11
月
13
日
㈯
、
９
時
30
分
よ

り
西
豊
田
児
童
公
園
で
開
催
し

た
。
あ
い
に
く
朝
ま
で
の
雨
で

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
状
態
は
あ
ま
り

良
く
な
か
っ
た
の
で
、
参
加
者

は
36
名
と
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
今
年
最
後
の
月
例
大
会
と

年
間
総
合
賞
が
か
か
っ
て
お
り
、

参
加
者
達
は
張
り
切
っ
て
試
合

に
臨
ん
で
い
た
。

　

開
会
の
挨
拶
・
競
技
上
の
注
意
の
後
、
ラ
ジ
オ
体
操
で
体

を
ほ
ぐ
し
、
合
計
24
ホ
ー
ル
で
打
数
を
競
い
合
っ
た
。

月
例
大
会
の
試
合
結
果
は
次
表
の
通
り
で
す
。

月
例
会
結
果
発
表
の
後
に
、
年
間
総
合
成
績
の
説
明
が
行

わ
れ
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部
で
は
、
技
術
の
向
上
と
成
績
向
上

を
目
指
し
、
次
の
よ
う
に
総
合
成
績
ル
ー
ル
を
決
め
て
い
る
。

　

⑴
夏
季
は
４
月
か
ら
11
月
ま
で
屋
外
で
８
回
の
月
例
大
会

　
　

を
行
う
。

⑵
会
場
は
福
島
会
場
と
西
豊
田
会
場
を
交
互
に
行
う
。

  

年
間
総
合
優
勝
の
葛
西

鉄
美
氏
は
、
年
間
の
活
動

を
振
り
返
っ
て
、
各
地
で

行
わ
れ
る
大
会
で
入
賞
を

果
た
す
に
は
、
だ
だ
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
の
幸
運
を
期
待
し
て
い
て
は
入
賞
は
難
し
い
。

８
ホ
ー
ル
単
位
で
20
打
を
目
標
に
競
技
に
臨の
ぞ

ん
で
く
れ
れ

ば
、
入
賞
出
来
る
。
そ
の
為
に
は
、
２
打
が
４
回
、
３
打

が
4
回
出
来
れ
ば
合
計
20
打
に
な
る
。
こ
れ
を
維
持
し
て

い
け
ば
24
ホ
ー
ル
で
合
計
60
打
に
な
る
。
こ
れ
に
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
が
有
れ
ば
入
賞
は
堅
い
。
そ
の
為
に
シ
ョ
ー
ト

ホ
ー
ル
の
処
理
は
重
要
で
あ
る
と
思

う
。
こ
れ
か
ら
は
８
ホ
ー
ル
20
打
を

目
標
に
努
力

し
た
方
が
よ

い
と
、
今
年

度
を
締
め
く

く
っ
た
。

て
い
け
る
」
と
大
き
な
声
が
あ
が
っ
た
。

　

質
問
の
時
間
を
予
定
し
て
い
た
が
、
安
心
し
た
た
め
か
特

に
何
も
無
か
っ
た
。

　

帰
り
際
に
参
加
者
は
、「
検
査
予
約
を
し
て
お
り
、
有
難

か
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
た
。

 

舘
山
会
長
よ
り
お
礼
の
言
葉 　

  

私
も
参
加
し
学
習
し
て
免

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

許
更
新
も
安
心
し
ま
し
た
。

　

今
日
の
内
容
を
友
達
・
知
り
合
い
な
ど
に
是
非
伝
え
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
希
望
者
が
い
れ
ば
第
２
回
目
も
実
施

致
し
ま
す
の
で
、
町
老
連
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
老
人
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
免
許
更
新
が
出
来
、
交
通
事
故

の
な
い
様
に
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

⑶
月
例
大
会
の
成
績
は
、
全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

　
　

の
ル
ー
ル
で
行
い
順
位
を
決
め
、
10
位
ま
で
表
彰
す
る
。

⑷
得
点
の
決
め
方
は
、
月
例
大
会
の
第
１
位
を
10
点
…
…

　
　

第
５
位
５
点
…
…
第
10
位
１
点
と
す
る
。

⑸
総
合
成
績
の
順
位
は
月
例
大
会
８
回
の
得
点
を
合
計
し

　
　

て
、
得
点
の
高
い
順
に
10
位
ま
で
表
彰
す
る
。

こ
の
ル
ー
ル
の
効
果
は
、
技
術
面
の
向
上
が
見
ら
れ
、
各

地
で
行
わ
れ
る
交
流
大
会
（
人
数
制
限
が
有
る
）
に
反
映
さ

れ
、
総
合
成
績
優
秀
者
の
中
か
ら
出
場
し
て
い
る
。

今
年
度
の
年
間
総
合
優
秀
者
は
次
表
の
通
り
で
あ
る
。

12　月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻
1 水
2 木 囲碁・将棋部 12:30
3 金 役員会 10:00
4 土
5 日
6 月 芸能部 12:00

７ 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

8 水 茶道部 13:00
9 木 囲碁・将棋部 12:30
10 金 大鰐町老連との交流会 10:00
11 土
12 日

13 月
生け花部 10:30
芸能部 12:00

14 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

15 水
16 木
17 金
18 土
19 日

20 月
芸能部 12:00
広報委員会 13:30

21 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

22 水 茶道部 13:00
23 木 囲碁・将棋部 12:30
24 金
25 土
26 日

27 月
生け花部 10:30
芸能部 12:00

28 火
【白寿】配布日 10時以降

囲碁・将棋部 12:30
29 水
30 木
31 金

◇
老
連
理
事
会
の
お
知
ら
せ
◇

　
　

高
齢
運
転
者
に
好
評 

　
　
　     

　
　
　
　
　
　

免
許
更
新
等
の
認
知
機
能
検
査
相
談
会

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部  

球
納
め
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
年
間
総
合
優
勝
者
は
葛
西
鉄
美
氏

十
一
月　
　
　
月　
例　
大　
会　
　
10
傑

順
位

氏　
　
名

所　
属
順
位

氏　
　
名

所　
属

１

葛
西　
鉄
美

亀　

田

６

浅
利　
光
子

久
井
名
舘

２

平
川　
良
一

川　
部

７

齋
藤　
　
繁

み
つ
や

３

鹿
内　
達
夫

西
豊
田

８

泉
田　
裕
明

朝
日
町

４

米
村　
　
明

久
井
名
舘

９

神　
　
昭
子

俵　
舛

５

松
田　
栄
子

亀　
田

10

横
山　
　
強

伝　
馬

 

　
　
令
和
３
年
度
　
年 

間 

総 

合 

成 

績
　
10
　
傑

順
位

氏　
　
名

所　
属

順
位

氏　
　
名

所　
属

１

葛
西　
鉄
美

亀　

田

６

成
田　
京
子

常　
盤

２

泉
田　
裕
明

朝
日
町

７

浅
利　
光
子

み
つ
や

３

神　
　
昭
子

中
野
目

８

間
山　
由
吉

福　
島

４

山
川　
昭
治

常　
盤

９

平
川　
良
一

川　
部

５

鹿
内　
達
夫

西
豊
田

10

小
山
内
瞭
二

常　
盤

   年間総合優勝者
葛西鉄美氏（右）

枯れ葉
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読
み
下
し
文

　

場ば 

往お
う
か
ん還 

大だ
い
ど
う道
之の

掃そ
う
じ除

　

他た

村む
ら

入い
り
あ
い会
之の

境さ
か
い 

我が

拶さ
つ

之こ
れ

無な

　

キ
様よ
う 

相あ
い

慎
つ
つ
し
む

可べ
し 

惣そ
う

而じ
て 

荷に

　

物も
つ

之の

貫か
ん
め目

者は 

馬う
ま

一い
っ
ぴ
き疋

ノ

　

素そ

懸が
け 

二
拾じ
ゅ
っ

貫か
ん 

軽か
ら
し
り尻  

五
貫

　
　

花
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

筆
者　

匿
名
希
望

体
的
に
記
述
さ
れ
て
お
り
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
。

　

◉
語
句
の
説
明

   

往お
う

　
還か
ん　

行
き
帰
り
す
る
道

 

入い
り

　
會あ
い   

一
定
地
域
の
住
民
が
特
定
の
権
利
を
も
っ
て
、　

　
　
　
　

一
定
範
囲
の
森
林
や
原
野
に
出
入
り
し
、
木
材
や

　
　
　
　

馬
草
を
採
取
す
る
な
ど
共
同
で
利
用
す
る
こ
と
。

 

我が　

拶さ
つ    

言
動
が
粗
末
で
ぞ
ん
ざ
い
な
こ
と
。
こ
の
文
で

　
　
　
　

は
喧
嘩
沙
汰
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

 
貫か
ん　

目め   

尺
貫
法
の
目
方
の
単
位
、
一
貫
目
は
現
在
の
メ
ー

　
　
　
　

ト
ル
法
で
は
、
約
三
．
七
五
㎏

 

素そ　

懸が
け  
馬
一
匹
に
人
が
一
人
乗
っ
て
い
る
状
態
で
の
重
量

　
　
　
　

は
、
二
拾
貫
目
（
約
75
㎏
）
と
し
た
。

 

軽か
ら　

尻し
り   

空か
ら

尻し
り

と
記
述
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

　
　
　
　

ご
く
軽
い
荷
物
の
こ
と
表
し
た
も
の
の
よ
う
だ
。

　
　
　
　

五
貫
（
約
19
㎏
）
と
規
定
し
て
い
る
。
　

  

私
は
、
今
65
歳
。
夏
は
、
毎
日
畑
に
手
伝
い
を
し
て
お
り

ま
す
が
、
太
陽
に
当
た
っ
て
適
当
に
体
を
動
か
す
の
が
、
私

の
健
康
法
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

冬
は
、
気
ま
ま
に
好
き
な
裁さ

い
ほ
う縫

を
し
た
り
、
時
に
は
出
歩

い
た
り
し
て
、
1
日
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
と
、
私
は
、
30
歳
位
か
ら
日
記
と
い
う
よ
う
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毎
日
ち
ょ
っ
と
し
た
メ
モ
を
書
く
の

が
習
慣
に
な
っ
て
い
ま
す
。
書
か
な
い
と
気
に
な
っ
て
、
忙

し
い
時
は
、
寝
る
時
に
少
し
書
い
て
寝
ま
す
。

今
は
、
電
話
で
用
事
を
た
す
の
で
文
字
を
忘
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
何
か
書
く
習
慣
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、

少
し
は
役
に
立
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

こ
の
前
、
何な

に
げ気

な
く
本
を
見
た
ら
、「
花
言
葉
」
が
書
か

れ
て
あ
り
ま
し
た
の
で
メ
モ
帳
に
書
き
記
し
て
お
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
中
に
、
興
味
の
あ
る
方
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
、
ペ
ン
を
取
っ
て
み
ま
し
た
。

一
月　
　

福
寿
草　
　
　

幸
い
を
招
く

　
　
　
　

フ
リ
ー
ジ
ア　

清
香　

純
潔

二
月　
　

水
仙　
　
　
　

う
ぬ
ぼ
れ

　
　
　
　

梅　
　
　
　
　

忠
実　

独
立

三
月　
　

椿　
　
　
　
　

控
え
目
な
美
点

　
　
　
　

木も
く
れ
ん蓮　

　
　
　

自
然
へ
の
愛

四
月　
　

蓮れ
ん
げ華

草　
　
　

私
の
苦
し
み
を
和
ら
げ
る

　
　
　
　

桜
草　
　
　
　

心
を
引
く
し
と
や
か
さ

五
月　
　

あ
や
め　
　
　

良
き
便
り

　
　
　
　

す
ず
ら
ん　
　

幸
福
が
戻
っ
て
く
る

六
月　
　

花
菖し

ょ
う
ぶ蒲　
　
　

優
雅
な
心

　
　
　
　

は
し
こ
草　
　

い
つ
も
思
う

七
月　
　

露つ
ゆ

草　
　
　
　

小さ
よ
き
ょ
く

夜
曲

　
　
　
　

睡す
い
れ
ん蓮　
　
　
　

清
純
な
心

八
月　
　

女お
み
な
え
し

郎
花　
　
　

美
人

　
　
　
　

の
こ
ぎ
り
草　

戦
い

九
月　
　

桔き
き
ょ
う梗　

　
　
　

変
わ
ら
ぬ
愛

　
　
　
　

萩は
ぎ　
　
　
　
　

想
い

十
月　
　

コ
ス
モ
ス　
　

乙
女
の
真
心

　
　
　
　

彼ひ
が
ん岸
花　
　
　

悲
し
い
想
い
出

十
一
月　

菊　
　
　
　
　

清
浄　
　

高
潔

　
　
　
　

山さ

ざ

ん

か

茶
花　
　
　

謙
け
ん
じ
ょ
う譲

十
二
月　

サ
フ
ラ
ン　
　

楽
し
み

　
　
　
　

シ
ク
ラ
メ
ン　

は
に
か
み　

内
気

読
ん
で
く
だ
さ
る
人
が
、
一
人
で
も
あ
れ
ば
嬉
し
い
と
思

い
ま
す
。（
上
段
の
〝
花
言
葉
〟
は
、
ほ
ん
の
一
例
で
あ
る
）

解
説

花
言
葉
の
歴
史
は
、
17
世
紀
ト
ル
コ
首
都
イ
ス
タ
ン
ブ
ー

ル
に
お
け
る
習
慣
が
起
源
と
言
わ
れ
、
こ
の
説
が
有
力
と
さ

れ
て
い
る
。

そ
の
習
慣
は
〝
セ
ラ
ム
〟
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
、
男

性
が
好
き
な
女
性
に
対
し
、
花
の
意
味
を
込
め
て
花
を
贈
っ

た
と
い
う
。
当
時
の
ト
ル
コ
で
は
文
字
や
言
葉
で
相
手
の
女

性
に
伝
え
る
こ
と
は
な
く
、
花
に
意
味
を
込
め
て
伝
え
て
い

た
。こ

の
習
慣
が
一
八
一
二
年
に
、「
花
言
葉
」
と
し
て
本
が

し
て
出
版
さ
れ
、
こ
れ
を
通
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
爆
発
的

に
広
が
り
、
こ
れ
が
世
界
中
へ
と
広
が
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
国
で
独
自
に
意
味
を
持
た
せ
た
「
花
言
葉
」
が
出
来

上
が
っ
た
様
で
あ
る
。（
同
じ
花
で
も
国
毎
に
違
う
こ
と
が

あ
る
）

現
在
日
本
で
は
〝
日
本
花
協
会
〟
や
〝
花か

き卉
輸
入
業
者
〟

が
新
し
く
独
自
に
〝
花
言
葉
〟
を
付
加
し
て
い
る
。

注
意
す
る
こ
と
は
、
国
も
違
え
ば
意
味
も
違
い
、
色
々
な

種
類
の
意
味
付
け
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
花
を
贈
る

場
合
は
、
慎
重
に
選
ん
で
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

誕
生
日
に
花
を
贈
る
機
会
が
多
い
と
思
う
が
、
日
頃
か
ら

相
手
の
気
持
や
好
み
を
観
察
し
、
ふ
さ
わ
し
い
「
花
言
葉
」

を
添
え
て
贈
る
の
が
良
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

日
本
で
は
誕
生
月
別
の
花
言
葉
や
誕
生
日
毎
の
三
六
五
日

の
花
言
葉
が
あ
る
。
ど
れ
を
選
ぶ
か
迷
う
ほ
ど
で
あ
る
。

　

今
回
の
ペ
ー
ジ
の
前

半
は
道
路
の
掃
除
や
他

村
と
の
境
に
於
い
て
争

い
が
無
き
様
お
互
い
に

慎
む
こ
と
を
延
べ
て
い

る
。
ま
た
、
後
半
は
荷

物
の
積
載
に
つ
い
て
具

て
い
る
様
で
、
11
月
に
も
ま
た
幼
児
が
亡
く
な
っ
た
。

少
し
以
前
に
、「
許
し
て
く
だ
さ
い
」
と
懇こ
ん
が
ん願

し
た
女
の

子
が
亡
く
な
り
、
日
本
中
の
皆
様
の
涙
を
誘
っ
た
ば
か
り
だ

と
い
う
の
に
。
我
々
大
人
が
将
来
あ
る
子
供
た
ち
を
守
っ
て

あ
げ
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

歴
史
的
に
見
る
と
、
長
期
に
わ
た
り
、
伝
染
し
て
、
皆
を

困
ら
せ
る
人
た
ち
と
し
て
、隔
離
さ
れ
続
け
て
き
た
「
癩ら
い

病
」

（
ハ
ン
セ
ン
病
）
の
方
達
が
い
る
。

病
気
と
し
て
の
伝
染
力
が
弱
い
の
が
分
か
っ
た
最
近
迄
、

隔
離
政
策
を
し
続
け
て
き
た
の
は
、
病
気
に
対
す
る
虞
お
そ
れ

や
、

患
者
さ
ん
の
見
た
目
か
ら
来
る
恐
怖
か
ら
来
る
も
の
な
の
か

も
し
れ
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
癩
の
方
た
ち
は
、
日
本
国
民
（
法
律
家
・

医
者
達
・
教
育
者
・
宗
教
家
達
等
々
）
が
目
を
背そ
む

け
て
し
ま
っ

た
結
果
、
最
近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
患
者
の
皆
さ
ん
に
総
理

大
臣
が
謝
っ
た
と
い
う
次
第
で
あ
る
。

米
国
人
に
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
こ
と
を
言
う
と
、
日
本
の
ア

イ
ヌ
政
策
は
、
褒
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
反
撃
さ
れ
る

始
末
で
タ
ジ
タ
ジ
と
な
る
。

弄い
じ

り
や
す
い
の
が
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
有
る
方
た
ち

で
あ
り
、
ま
た
、
同
性
愛
者
や
一
般
の
人
々
よ
り
少
し
ば
か

り
別
な
行
動
を
取
っ
た
り
、
少
々
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
考
え
の

人
た
ち
で
あ
り
、
学
校
や
社
会
で
は
、
馴な
じ
め染
な
い
方
達
が
多

い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
学
問
が
進
ん
で
来
る
と
、
こ
の

方
達
は
何
ら
か
の
病
気
だ
っ
た
り
、
時
に
は
少
し
ば
か
り
枠

か
ら
ハ
ズ
レ
て
い
る
だ
け
の
方
達
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
何
と

言
う
事
は
な
い
方
達
ば
か
り
な
の
で
あ
る
。

実
に
弱
者
の
方
達
は
、
色
々
に
存
在
す
る
が
、
そ
の
い
ず

れ
を
も
我
々
は
手
助
け
し
て
守
っ
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

…
子
供
の
時
の
、
我
が
子
に
し
た
よ
う
に
…

　

そ
し
て
も
う
小
さ
な
子
の
虐
ぎ
ゃ
く
た
い待
や
死
亡
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、

　

聞
き
た
く
も
な
い
し
見
た
く
も
な
い
‼

 　

弱 

者　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

透

い
つ
の
日
も
弱
者
は
弱
く
・
叩た

た

か
れ
・
損
を
し
て
・
泣
き

を
見
る
。
こ
の
状
況
は
少
な
く
な
る
所
か
、
逆
に
多
く
な
っ

　
　

詩　

老
人
と
稲

道
守　

健　
　

　

田
の
畦あ
ぜ

に
立
っ
て
い
る
老
人

　

そ
の
ど
ん
よ
り
し
た
眼
は

　

以
前
の
よ
う
に
ぎ
ら
り
と
光
っ
て
い
な
い

　

ふ
し
く
れ
だ
っ
た
指

　

き
せ
る
の
火
玉
を
こ
ろ
こ
ろ
と

　

さ
せ
た
手
の
ひ
ら

　

冷
た
い
東や
ま
せ風

に
ず
っ
と
立
っ
て

　

青
々
と
し
た
稲
を
見
て
い
る

　

自
分
を
信
じ
や
が
て
来
る
実
り
の
秋
を

　

祈
る
よ
う
に
立
っ
て
い
る
老
人

　

自
然
と
は

　

此
の
老
人
の
ふ
し
く
れ
だ
っ
た
指
先
に

　

暖
く
抱
か
れ
て
い
る

◇
◇
　
川
　
柳
　
◇
◇

 

◇
　
歯
　
な
　
し
　
の
　
話 

　

　
◇
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先
輩
に
学
ぶ
　
⒅
　
　
　
　
　
　

旧
藤
崎
町
老
連
文
集
「
白
寿
」
か
ら

　
　
　
　
　
第
二
号 

昭
和   

 58
年
度
　
⑤

　
古
文
書
に
学
ぶ
　
⑿

　
　
　
　
【
百
姓
往
来
絵
抄
】
江
戸
書
林
版
⑿

佐
々
木
ト
ミ
ヱ

老
い
た
れ
ば
一
こ
と
胸
に
し
ま
い
込
む

木
村　

羊
川

茄
子
紺
が
祖
父
の
足
袋
色
逢
ひ
に
来
る

清
水　

川
魚

核
兵
器
手
放
さ
ぬ
国
の
平
和
論

野
呂　

文
坊

夫
婦
で
も
時
に
見
ぬ
ふ
り
聞
か
ぬ
ふ
り


